
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
昨年は中東をはじめとして、戦争が収まるどころ

か、むしろより広がり、深刻化したといえる年でし
た。しかも、国内外でいろいろな災害が多く、「災い
の年」と言われ、嘆息ばかりがでる状況でしたが、
暮れには、追い打ちをかけるような「スマトラ沖地
震」が起こり、その凄まじさを示す報道を見聞きす
るとき、地球が怒っているという不気味さを感じた
ことでした。 
さて、MELON の昨年の活動をふりかえって見る

と、「仙台スタジアムごみ減量大作戦！」などメディ
アも応援してくれ、他のサッカースタジアムにも影
響するなどMELONとしては珍しく目立つ活動もあ
りましたが、これまでの地道な活動を通して、社会
的な認識も確実に広がり、行政への提言を行うなど
の活動も幾つかできました。 

 

2000年に宮城県から指定をうけた「ストップ温暖
化センターみやぎ」の活動も、MELON のメンバー
と多くのボランティアに支えられて、さまざまな働
きかけを通じて推し進めてきました。それぞれの部
会やプロジェクトを中心とした活動も着実に定着し
つつあります。しかし残念なのは、こうした活動を
支える国からの経済的バックアップがほとんどなく、
「日本は本気で取り組んでいるのか？」とヨーロッ
パの環境先進国の活動をみて恥ずかしい気持ちにな
らざるをえません。地球環境の悪化は依然として進
行しており、私たちの活動の重要なことをひしひし
と感じさせられます。 
昨年の暮れには賛助会員が増え、私たちの運動を
バックアップしてくれる人たちもいるのです。今年
も、新たな気持ちで、平和なくらしと環境を守る活
動を一歩でも前進させようではありませんか。 

           
 

 

 
 
 
 
 
 
 

P1.    新春のごあいさつ 
P2.   第 9回MELON「みんなでおさがり市」
P3.   MELON環境コンサート 
P4.   仙台市より表彰を受けました 

         かんきょう読み聞かせ 
P5.    部会・プロジェクト紹介④ 
P3.     MELON20周年を目指せ！ 

50人リレートーク

P6.  ストップ温暖化センターみやぎ｢通信｣ 
P7.  仙台スタジアム 

ごみ減量大作戦プロジェクト
  MELONのあみめ 

P8.  会員状況、 編集後記 
          

2005 年 2月★第 62 号 

木村修一理事長 



 

 

 

1


